議会運営委員会会議録（要旨）
	日　時
	平成25年11月26日(火)　午前10時05分～午後０時04分

	場　所
	長久手市役所本庁舎　２階　委員会室

	出席者
	議　員
	委員長　佐野尚人　副委員長　さとうゆみ
委　員　青山直道　浅井たつお　伊藤祐司　加藤和男　
川合保生　水野とみ子
議　長　正木祥豊　副議長　加藤武

	
	事務局
	事務局長　同補佐　書記


１　あいさつ
　　議長
　　委員長
２　議題
(1)　平成25年第４回長久手市議会定例会議事日程について
　ア　一般質問について
＜説明：事務局＞
　・　発言通告　個人質問17人（議事日程（案）のとおり）
　・　一般質問の３日間は会計管理者出席

（委　員）・　発言通告書の語尾等の表現が統一されていない。統一した方がよいのではな
いか。

（委員長）・　３月定例会までに語尾等の表現を統一したいので、次回議運で各会派の意見
を報告してほしい。
イ　請願について（請願文書表のとおり）
＜説明：事務局＞
　・　請願第５号  容器包装リサイクル法を改正し、発生抑制と再使用を促進するた
めの法律の制定を求める請願（くらし建設委員会へ付託）
　・　請願第６号　「原発事故子ども・被災者支援法」に基づく子ども達の健康管理
の充実を求める請願（教育福祉委員会へ付託）
　　　 ・　請願第７号　愛知県の私学助成の拡充に関する意見書の提出を求める請願（教

育福祉委員会へ付託）
　　　 ・　請願第８号　国の私学助成の拡充に関する意見書の提出を求める請願（教育福

祉委員会へ付託）
ウ　その他

＜説明：事務局＞

陳情について（陳情文書表のとおり）
・　陳情第１号　すべての子どもの権利が保障される「子ども・子育て支援新制度」

実施を求める陳情（教育福祉委員会で審査）
・　陳情第２号　商工会を中心とした地域商工業振興に対する支援体制の拡充を求

める陳情（くらし建設委員会で審査）
（事務局）・　陳情第２号の陳情者に浅井委員があり、委員会条例第15条により審査の際
は浅井委員の除斥が適切ではないか。
・　陳情２件は議運で所管委員会が決定された後、陳情文書表とともに全議員へ
配布する。
（委員長）・　陳情第２号は例年提出される陳情だが、過去除斥していたか。
（委　員）・　過去は見落としてきただけであり、許可したわけではない。見直すべきもの
は見直すべき。

　　　　 ・　昨年の議運でも同様の議論は出た。議運として許可したのではないのか。
　　　　 ・　条例には当該委員会の同意があった場合は会議に出席できるとあるので、議

運で許可すること自体が不適当であった可能性もある。

・　商工会活動は、委員会条例の規定する「自己の業務に直接利害」があるわけ

ではない。理事として陳情者に名前が挙がっていても関係ない。
　　　　 ・　商工会は市の補助団体であり、利害関係はある。過去は見落としてきたと判
断するのが妥当である。除斥するかは、当該委員会が判断すればよい。
（委員長）・　所管委員会で判断することでよいか。
＜異議なし＞
(2)　平成26年第１回定例会の日程について
　＜説明：事務局＞
・　会期日程案のとおり（２月27日～３月25日の27日間）
・　開会日に予算特別委員会の設置を議決予定
（委員長）・　日程は最低２案示してほしい。また、議案質疑から一般質問までに土日しか
ないため、平日１日の休会日を設けて欲しい。
（委　員）・　かつて議会側から１案でよいとした経緯がある。再度２案提案することに戻
すなら、議運での議論が必要ではないか。
（副委員長）・　一般質問の前に休会日が平日１日ある案を示すことができれば１案でよい。
（委員長）・　提案された日程でよいか。
＜異議なし＞

(3)　視察について

（委員長）・　具体的な質問内容を各会派で検討し、12月18日までに事務局へ提出してほ
しい。

＜休憩　11：00＞
＜再開　11：05＞
(4)　議会報告会
（委員長）・　各会場で常任委員会及び議会別にまとめた意見集約フォーマットと報告書を

配布した。各委員会がどのような形で回答をまとめるのがよいか議運で方向性

を決めたい。意見はあるか。
（副委員長）・　会場で出されたすべての意見に対して回答が必要。回答はすべてホームペー

ジで公表し、議会報告会では市全体に関する意見に限って報告してはどうか。
（議　長）・　会場で出された意見を執行部側に投げかけてはどうか。
（副議長）・　意見によっては議員だけでは判断ができないものがある。そういった意見は

一旦執行部側に提示し、執行部の回答を受けた後、委員会で検討してはどうか。
議会で回答がまとまるものは、できるだけ早く住民に回答していってはどうか。

（委　員）・　各委員会で検討するためのフォーマットなので、先に委員会に渡すべきでは
ないか。
　　　　 ・　意見は「市役所に関する内容」「議会に関する内容」「自治会に関する内容」

「その他」に分けられると思う。その中でもすぐに対応ができる内容とできな
い内容に分けられるので、まずは分類をしてはどうか。
　　　　 ・　議会で対応できる意見と執行部側に投げかける意見に分けるだけでよい。
（副委員長）・　委員会で検討した結果、｢回答しない｣という判断ができるかどうか予め議運

で決めておくべき。

（委　員）・　地区懇談会で出た意見は、地区へ回答すべきもの。２月９日までに回答がま

とまれば議会報告会で報告を行えばよい。
　　　　 ・　各委員会でまとめた意見の取り扱いは、各委員会に任せ、議運では議会に対
する意見と報告書について議論するのではないか。
　　　　 ・　会津若松市議会の議会広報には、市民との意見交換会で出された意見の分類

方法として以下の例示がある。

「意見・提言・要望・質問等」

「議会に関するもの、市政に関するもの｣
｢議会の課題として検討するもの、要望事項として受け止めるもの、議会とし
て政策検討課題となるもの｣
（委員長）・　各委員会には、回答を検討する際に｢議会で課題として検討すべきもの｣と｢要
望として執行部に提出するもの｣の２つに分類してもらうことでよいか。
＜異議なし＞
（委員長）・　地区懇談会で出された議会全体に対する意見については、次回の議運で回答

を検討することでよいか。

（委　員）・　各会場の報告書にある「反省点」と「今後の地区懇談会の進め方」について
は、いつ検討するのか。

（委員長）・　議会全体に対する意見の検討とあわせて、次回の議運でどうか。
＜異議なし＞

(5)　継続課題について

（委員長）・　３月定例会委員会でのタブレット端末の持ち込みについて、申し合わせ事項

の内容も含めて各会派で検討し、次回の議運で報告してほしい。
(6)　その他

（副委員長）・　請願の委員会審査において、休憩中に請願者が請願の主旨等を委員に直接説
明してよいか。
（委員長）・　委員会の判断である。

・　次回は平成２５年12月19日（木）午前10時
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